
 
 

 
 

                                    

 

2009 年(平成 21 年)５月 28日(木曜日)発行 

   県 勢 公 論 

ＫＥＮＳＥＩＫＯＵＲＯＮ 2009.5.25 
発行所 (有) 県勢公論社 
発行人 嵯峨 十郎 
住 所 福井市和田中２丁目 2006 
電 話 0776-21-6812 0776-21-7571 

不透明な大野市の入札                                                

                                               

                                               

            

大
野
市
教
育
委
員
会
発
注

の
下
庄
小
学
校
北
校
舎
改
築

工
事
は
、
建
築
、
電
気
、
管

工
事
に
よ
る
共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
を
組
み
、
指
名
入

札
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
市
の
入
札
物
件
で

あ
り
、
本
来
な
ら
５
Ｊ
Ｖ
以

上
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
３
Ｊ
Ｖ
の
参
加
し

か
な
く
、
市
は
一
旦
協
議
し

た
結
果
、
３
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
入

札
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

予
定
価
格
５
億
８
５
９
３

万
９
０
４
７
円
。
設
計
は
三

愛
調
査
事
務
所
。
入
札
に
は
、 

 

五
月
二
十
六
日
、
大
野
市

は
中
野
町
地
係
「
下
庄
小
学

校
北
校
舎
改
築
工
事
」
を
開

札
。
５
億
８
０
０
０
万
円
で

大
野
建
設
工
業
が
落
札
し
た
。 

▽
北
校
舎
改
築
Ｒ
Ｃ
造
３
階

建
て
延
べ
２
３
５
８
㎡ 

▽
西
渡
廊
下
棟
改
築
同
１
５

８
㎡ 

▽
南
校
舎
（
同
２
５
２
４
㎡
） 

改
修 

▽
現
校
舎
（
北
校
舎
、
西
渡

廊
下
棟
、
東
渡
廊
下
棟
の

一
部
）
解
体
同
約
２
４
０

０
㎡ 

▽
仮
設
校
舎
軽
量
Ｓ
造
平
屋

建
て
４
９
９
㎡ 

工
期
は
、
一
〇
年
三
月
。 

 
           

大
野
建
設
工
業
、
三
光
産
業
、

大
南
建
設
、
と
も
に
Ａ
級
ラ

ン
ク
の
３
Ｊ
Ｖ
が
参
加
し
、

５
億
８
０
０
０
万
円
で
大
野

建
設
工
業
の
Ｊ
Ｖ
が
落
札
し

た
。 

 

大
野
地
区
に
は
、
影
路
組
、

横
田
建
設
も
入
札
参
加
資
格

を
持
つ
Ａ
ラ
ン
ク
業
者
で
あ

る
が
、
Ｊ
Ｖ
を
組
も
う
と
し

た
市
内
の
電
気
工
事
、
管
工

事
業
者
に
強
い
圧
力
が
か
か

り
、
Ｊ
Ｖ
を
組
め
な
か
っ
た

た
め
指
名
入
札
を
辞
退
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

今
回
の
下
庄
小
学
校
改
築 

 

設
計
は
三
愛
調
査
事
務
所
。

設
計
価
格
：
６
億
３
１
０
１

万
２
２
０
０
円 

予
定
価
格
：
５
億
８
５
９
３

万
９
０
４
７
円 

最
低
制
限
価
格
：
４
億
８
０

７
７
万
４
７
７
円 

落
札
：
５
億
８
０
０
０
万
円 

大
野
建
設
工
業
・
中
保
屋
電

気
商
会
・
山
二
工
業
Ｊ
Ｖ 

指
名
：
大
野
建
設
工
業
・
中

保
屋
電
気
商
会
・
山
二
工
業

Ｊ
Ｖ 

三
光
産
業
・
Ｓ
Ｐ
電
機
・
伏

見
屋
設
備
Ｊ
Ｖ 

大
南
建
設
工
業
・
丸
栄
電

工
・
大
野
衛
生
設
備
Ｊ
Ｖ 

 

                  

工
事
は
、
当
初
か
ら
業
者
に

圧
力
を
か
け
、
Ａ
ラ
ン
ク
の

他
の
２
社
に
Ｊ
Ｖ
を
組
め
な

い
よ
う
に
さ
せ
、
大
野
建
設

工
業
、
三
光
産
業
、
大
南
建

設
の
３
社
が
入
札
に
参
加
し
、

三
光
産
業
が
落
札
。
大
野
建

設
工
業
に
仕
事
を
振
り
、
大

南
建
設
に
は
金
を
渡
す
段
取

り
と
の
噂
が
あ
っ
た
。 

影
路
組
は
Ｊ
Ｖ
を
組
ん
で

入
札
に
参
加
し
た
か
っ
た
が
、

Ｊ
Ｖ
が
組
め
ず
入
札
参
加
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

通
常
で
あ
れ
ば
、
最
低
で

も
５
、
６
社
の
中
で
入
札
が

行
わ
れ
る
の
だ
が
、
市
の
５

億
円
以
上
に
の
ぼ
る
工
事
に

つ
い
て
は
技
術
水
準
と
正
常

な
価
格
競
争
の
も
と
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
世
間
の
常
識
で

あ
る
。
隣
接
す
る
勝
山
市
の

Ａ
ラ
ン
ク
業
者
で
あ
る
大
北

久
保
建
設
や
福
井
市
な
ど
も

含
め
、
幅
広
く
Ｊ
Ｖ
を
組
み

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
発
注
者
に

疑
問
が
残
る
。 

市
教
育
委
員
会
担
当
課
長 

                   

に
正
す
と
「
一
切
関
知
し

て
い
な
い
。
何
一
つ
耳
に
し

て
い
な
い
の
で
、
入
札
は
正

常
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き

た
。 

 

大
野
市
に
と
っ
て
土
木
建

設
業
の
発
展
は
雇
用
確
保
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

財
政
難
で
の
数
少
な
く
な
っ

た
公
共
工
事
を
め
ぐ
り
談
合

が
繰
り
返
さ
れ
、
特
定
の
業

者
だ
け
が
甘
い
汁
を
吸
い
、

腹
を
膨
ら
ま
せ
る
の
で
は
他

の
業
者
は
も
と
よ
り
作
業
員

の
死
活
問
題
と
な
る
。 

権
限
の
あ
る
大
物
市
議
、

県
議
の
関
与
も
あ
る
の
で
は

と
の
噂
も
聞
こ
え
る
。
こ
れ

ま
で
、
当
誌
は
大
野
・
勝
山

地
区
広
域
圏
ご
み
処
理
施
設

建
設
工
事
、
学
び
の
里
「
め

い
り
ん
」
設
計
、
建
設
に
絡

む
官
製
談
合
疑
惑
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
き
た
が
、
一
向
に

改
善
が
み
ら
れ
な
い
。 

理
事
者
、
議
会
の
積
極
的

な
対
応
を
図
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
政
府
の
会
計
監
査
と
解

明
を
求
め
る
。 

若
者
の
厳
し
い
現
実 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
現
状 

鯖
江
市
内
に
住
ん
で
い
る
男

性
は
、
両
親
に
高
校
、
大
学
ま

で
進
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
現
在

冷
凍
食
品
会
社
に
就
職
し
て
三

年
目
で
あ
る
。
毎
朝
母
親
が
手

作
り
す
る
弁
当
を
持
っ
て
出
勤
。 

朝
七
時
頃
か
ら
夜
九
時
頃
ま

で
残
業
す
る
彼
の
年
間
所
得
は
、

源
泉
徴
収
表
と
市
役
所
の
所
得

証
明
に
よ
る
と
、
所
与
も
含
め

て
二
二
八
万
二
千
四
六
四
円
。 

社
会
保
健
控
除
三
〇
万
七
千

八
六
一
円
、
市
民
税
四
万
八
千

一
〇
〇
円
、
県
民
税
三
万
一
千

一
〇
〇
円
を
合
計
し
た
三
八
万

七
千
六
一
円
を
差
し
引
き
手
元

に
入
る
金
額
は
、
一
八
九
万
五

千
四
〇
三
円
と
な
る
。 

自
動
車
税
三
万
五
〇
〇
〇
円
、

任
意
自
動
車
保
険
五
万
円
、
ガ

ソ
リ
ン
代
一
二
万
円
、
車
検
と

重
量
税
等
の
償
却
費
一
二
万
円

を
合
計
し
た
三
二
万
五
〇
〇
〇

円
（
ａ
）
。
小
遣
い
を
月
五
万
円

と
し
て
年
間
六
〇
万
円
（
ｂ
）
、

食
費
と
し
て
月
三
万
円
を
家
に

出
せ
ば
年
間
三
六
万
円
（
ｃ
）
、

ａ
か
ら
ｃ
ま
で
の
合
計
一
二
八

万
五
〇
〇
〇
円
と
な
る
。
手
元

に
入
る
一
八
九
万
円
か
ら
一
二

八
万
を
差
引
い
て
手
元
に
残
る

の
は
六
一
万
円
。 

し
か
し
、
住
ん
で
い
る
家
が

賃
貸
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
月

五
万
円
の
家
賃
に
水
道
光
熱
費

が
か
か
る
。
こ
れ
で
は
結
婚
し

て
も
夫
婦
共
稼
ぎ
で
な
け
れ
ば

生
活
で
き
ず
、
親
の
支
援
が
な

け
れ
ば
子
ど
も
も
産
め
な
い
の

が
現
状
。 

年
収
三
〇
〇
万
円
未
満
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
無
税
と
す
る

く
ら
い
の
施
策
が
必
要
だ
。
市

民
生
活
に
直
結
し
た
地
域
政
治

が
求
め
ら
れ
る
。 

平成 21・22 年度建築一式 
工事ランク別入札参加業者 

Ａランク Ｂランク 

１ 大野建設工業㈱ 
１ ㈱天谷製材 

２ 井尾建設㈱ 

２ ㈱影路組 
３ 石谷工務店㈱ 

４ 岡田木材㈱ 

３ 三光産業㈱ 
５ ㈱加藤製缶 

６ ㈱長田工務店 

４ 大南建設工業㈱ 
７ ㈲中村工務店 

８ ㈱南部工務店 

５ 横田建設㈱ 
９ ㈲羽生建築工業 

10 山二工業㈱ 
 

当
誌
は
雑
誌
「
更
紗
」
「
県
勢
公
論
」
に
て
、
こ
れ
ま
で

大
野
市
の
再
三
に
わ
た
る
不
透
明
な
入
札
疑
惑
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き
た
が
、
今
回
の
下
庄
小
学
校
北
校
舎
改
築

工
事
の
入
札
に
お
い
て
も
談
合
疑
惑
が
浮
上
。
一
刻
も
早

い
捜
査
当
局
の
調
査
と
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。 



 
 

 
 

                                    

 

                                               

                                               

                       

大
野
商
工
会
議
所 

新
会
館
・
輝
セ
ン
タ
ー
新
築 

二
〇
年
一
〇
月
一
五
日
、

新
会
館
、
輝
（
キ
ラ
リ
）
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
を
市
内
業

者
６
者
に
よ
る
指
名
競
争
入

札
を
実
施
。
大
野
建
設
工
業

に
落
札
し
た
。 

新
会
館
は
本
館
：
Ｓ
造
平

屋
建
て
約
４
８
０
㎡
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
棟
：
同
約
２
４
０

㎡
。
周
辺
景
観
に
配
慮
し
た

和
風
の
概
観
と
す
る
。 

輝
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｓ
造
平

屋
建
て
（
瓦
屋
根
）
約
１
９

０
㎡
。
新
会
館
に
併
設
し
、

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、
情
報

提
供
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
機
能

を
持
た
せ
る
。
と
も
に
大
野

市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
一

環
と
し
て
、
旧
有
終
西
小
学

校
跡
地
に
新
築
。
建
設
費
２

億
円
。
設
計
は
、
コ
ノ
シ
タ
・

西
川
設
計
監
理
Ｊ
Ｖ
。 

      

大
野
商
工
会
議
所
の
新
会

館
が
完
成
、
本
年
四
月
二
二

日
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。 

旧
会
議
所
の
解
体
工
事
は
、

大
野
建
設
工
業
㈱
が
受
注
し
、

㈱
北
陸
総
合
開
発
（
福
井
市

灯
明
寺
・
木
下
幸
信
代
表
）

が
解
体
を
行
っ
て
い
る
。 

解
体
工
事
は
昨
年
一
一
月

中
旬
、
大
野
商
工
会
議
所
新

築
工
事
入
札
に
係
る
建
設
委

員
会
に
よ
っ
て
９
０
０
万
円

で
大
野
建
設
工
業
㈱
に
決
ま

っ
た
と
建
設
部
会
の
議
事
録

に
あ
る
。 

今
年
に
入
っ
て
開
か
れ
た

新
年
会
の
席
上
で
、
黒
原
大

野
商
工
会
議
所
会
頭
は
「
大

野
建
設
工
業
㈱
に
解
体
工
事

を
８
０
０
万
で
お
願
い
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
上

物
の
解
体
だ
け
な
ら
半
値
の

４
０
０
万
で
済
む
の
で
は
と

の
地
元
業
者
の
声
も
無
視
で

き
な
い
。 

新
会
議
所
建
設
の
入
札
は
、 

Ａ
級
４
社
の
大
野
建
設
工
業

㈱
、
影
路
組
㈱
、
三
光
産
業

㈱
、
南
部
工
務
店
㈱
、
Ｂ
級

２
社
の
大
南
建
設
工
業
㈱
、

横
田
建
設
㈱
が
参
加
。
九
月

二
日
に
入
札
に
関
す
る
説
明

会
が
開
か
れ
、
一
〇
月
二
日

に
入
札
、
一
七
日
開
札
さ
れ
、

受
注
業
者
が
決
定
し
た
。 

図
面
を
見
た
業
者
に
取
材

す
る
と
、
「
設
計
額
自
体
が

通
常
よ
り
も
１
０
０
０
万
は

高
い
の
で
は
」
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。 

四
月
初
め
、
役
員
だ
け
が 

      

集
ま
っ
た
席
上
で
、
黒
原
会

頭
５
０
０
万
、
稲
山
、
土
本

両
副
会
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
２
５

０
万
の
寄
付
を
し
た
と
発
表

し
た
が
、
そ
れ
を
記
述
し
た

も
の
が
な
い
。 

解
体
工
事
は
い
つ
発
注
し

た
の
か
と
の
質
問
に
事
務
局

側
は
、
随
意
契
約
で
出
し
た

と
回
答
。
ま
た
、
建
設
委
員

を
務
め
る
辻
本
議
員
か
ら
の

質
問
に
も
事
務
局
の
対
応
は

歯
切
れ
が
悪
か
っ
た
。
市
の

隋
契
は
２
５
０
万
ま
で
と
決 

                           

      

め
ら
れ
て
い
る
。
１
０
０
０

万
近
く
の
工
事
を
隋
契
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。 

新
築
工
事
は
わ
ず
か
半
年

の
工
期
。
素
人
が
考
え
て
も

受
注
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
完

成
す
る
の
か
と
疑
問
を
持
っ

た
。
同
様
な
工
事
を
請
け
負

う
地
元
業
者
と
域
外
の
業
者

に
取
材
す
る
と
、
「
年
末
年

始
を
は
さ
ん
で
の
冬
場
の
工

事
。
基
礎
工
事
の
重
要
性
、

木
材
鉄
筋
な
ど
の
資
材
確
保

の
問
題
か
ら
、
す
で
に
業
者

が
決
ま
っ
て
い
た
可
能
性
は

ゆ
が
め
な
い
」
と
い
う
。 

通
常
で
あ
れ
ば
商
工
会
議

所
新
館
建
築
に
あ
た
り
、
発

注
以
前
に
会
員
各
位
と
各
種 

 

                     

      

団
体
よ
り
幅
広
く
寄
付
金
を

募
っ
た
上
で
設
計
、
建
築
計

画
な
ど
を
具
体
化
す
る
こ
と

が
当
然
と
思
わ
れ
る
。 

新
築
あ
り
き
で
国
の
補
助

金
を
あ
て
こ
み
、
話
し
が
進

め
ら
れ
た
の
で
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。 

補
助
金
は
市
民
、
国
民
の

税
金
で
あ
る
。
公
費
を
投
入

す
る
か
ら
に
は
、
市
議
会
と

会
議
所
会
員
が
監
査
と
調
査

を
し
、
不
正
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
捜
査

当
局
へ
の
介
入
も
必
要
と
思

わ
れ
る
。
会
頭
、
副
会
頭
よ

り
の
寄
付
は
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
も

追
求
す
べ
き
だ
。 

                      

中
国
人
に 

仕
事
を
奪
わ
れ
る 

 

眼
鏡
、
縫
製
や
建
設
、
運

送
の
現
場
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
多
く
の
中
国
人
が
働
い
て

い
る
。 

一
年
目
は
実
習
生
と
し
て
、

二
年
目
以
降
は
研
修
生
と
し

て
三
年
ほ
ど
を
働
く
。
目
的

意
識
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
り
、

二
〇
〇
万
か
ら
三
〇
〇
万
円

貯
め
る
こ
と
を
目
標
に
日
本

に
や
っ
て
く
る
。
中
に
は
、

五
〜
六
年
日
本
に
い
て
経
営

と
技
術
を
学
び
中
国
に
戻
り

会
社
を
興
す
者
も
い
る
。 

通
勤
の
手
段
は
も
ち
ろ
ん

自
転
車
。
一
時
間
の
通
勤
は

当
た
り
前
で
、
前
の
研
修
生

が
置
い
て
い
っ
た
自
転
車
を

タ
ダ
同
然
で
譲
り
受
け
、
修

理
は
全
て
自
分
で
行
う
。 

日
本
で
は
夏
に
海
水
浴
と

い
う
休
日
の
過
ご
し
方
は
最

近
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
中
国
人
は
一
日
が
か
り

で
三
国
や
鷹
巣
海
岸
へ
出
か

け
る
。 

中
国
人
男
性
は
寮
付
き
で

月
一
〇
万
円
、
女
性
で
は
七

万
ほ
ど
と
い
う
。
彼
ら
を
企

業
に
斡
旋
す
る
業
者
も
い
る
。

日
本
商
運
に
は
三
〇
人
ほ
ど

の
中
国
人
が
働
い
て
い
る
と

聞
く
。
鯖
江
の
眼
鏡
業
界
で

も
価
格
競
争
に
生
き
残
る
た

め
労
働
賃
金
を
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
抑
え
る
。
そ
の
た
め
に
安

い
外
国
人
労
働
力
を
雇
用
す

る
。 保

険
は
組
合
で
か
け
る
の

で
会
社
の
負
担
が
い
ら
な
い
。

連
絡
の
た
め
に
は
携
帯
電
話

が
必
要
の
た
め
会
社
が
持
た

せ
て
い
る
。 

製
造
の
現
場
で
は
、
中
国
人

な
し
で
は
競
争
に
勝
て
な
い
。 

入札から完成までわずか半年という新

築工事。大野商工会議所会館の解体・

新築工事は疑惑だらけ。不透明極まり

ない大野商工会議所の会計監査を徹底

し、黒原会頭の説明責任を求める。 

１０００万円近い解体工事も随意契約

で業者を決定。 

大
野
商
工
会
議
所
新
会
館
建
４
月
22
日
オ
ー
プ
ン(

上)
 

大
野
商
工
会
議
所
旧
会
館
解
体
工
事(

下)
 


